
２０１３年度 事業報告書

特定非営利活動法人 尼崎・スマイル

１、 事業内容の確認

【事業内容】

（１） 日常生活支援事業

（２） 自立支援事業

（３） 訪問介護事業

（４） コミュニティーハウス事業

【目的】

この法人は、これから生活保護を受けようという人や、現在保護を受給している人などに

関して、お互いの支えあいを大事にした生きがいある生活づくりのために、安否確認などの

事業を行うことにより、もって自分自身や他者の生き方も受容しあい、健康づくりや生活の

安定を図り、支えあい助け合える仲間として楽しく、共に学び成長しあえるいきいきとした

地域コミュニティの創造を目的とする。

【特定非営利活動の種類】

（１）保健、医療又は福祉の増進を図る活動

（２）社会教育の推進を図る活動

（３）まちづくりの推進を図る活動

（４）人権の擁護又は平和の推進を図る活動

【平成25年度 各種事業 活動報告】

１．日常生活支援事業

・相談活動

・食糧援助

・安否確認

（実施月・実施回数）

・毎週 木･土･日曜日、随時（12月～3月 計 50回）

尼崎・スマイル

○武庫川周辺の野宿の方への支援活動は概ね実施することができ

た。多くは名前も知ることができ、個人的な関係をつくることが

できた。相談活動の充実が図れている。しかし関係のあった方が

野宿で亡くなられたことは悲しい出来事であった。



２．自立支援事業

・役所への隧道

・就労支援

・コミュニティー

（実施月・実施回数）

・随時（12月～3月 計6回）

３．訪問介護事業

・居宅訪問

・健康観察

・病院への隧道

（実施月・実施回数）

・随時（12月～3月 計 40回）

４．コミュニティーハウス事業

→（実施せず）

○２．３．４．の事業については助成金や寄付金を当てる

計画であったが、現状としては助成金は0円、寄付金は3

万円（2名）であった。特に４．の事業については金額も

大きく今年度の実施は適わなかった。来年度への課題であ

る。また寄付金の使途は概ね日常支援事業に当てたが、野

宿で現金収入が無い方には、食糧援助と共に現金支給にも

当てさせていただいた。不足分についてはボランティアの

個人持ち出しとした。

自立支援・訪問事業については、昨年の実質活動開始か

ら数えると概ね10人ほどの野宿等の方が、生活保護に入

られ、施設やアパートに移られた。定期的に数人の方を訪

問し、また別の方を不定期に訪問活動を続けている。主

に、話し相手となる支援をしている。役所への対応等の相

談にも乗っている。

○４．の事業については上記の通りであるが、建設に関わ

る活動を通して、告知、募金、建設の難しさを実感してい

る。宣伝、募金方法、建設計画の規模等を含め26年度事

業としての計画を練り直す必要がある。


